
平成27年度当初予算における政策的新規・充実予算枠要求事業の内容と査定結果【予算措置を講じたもの】

事　業　概　要 要求額 査定額 内容

芸術大学移転整備基本
計画の策定及び西京
区・洛西地域の新たな
活性化事業等

　平成２６年度に策定する「京都市立芸術大学移転整備基本構想」を踏まえ，具体的な施
設規模，必要な機能，整備スケジュール，事業手法等を盛り込んだ「京都市立芸術大学移
転整備基本計画（仮称）」の策定等を行う。
　また，現在地である西京区の活性化策を検討する「西京区・洛西地域の新たな活性化懇
談会」や「住民円卓会議」の運営，移転先である下京区崇仁地域において，まちの賑わい
の創出を図るため，芸術大学との連携による「移転整備プレ事業」を企画・実施する。

47,200 44,700
□要求どおり

■積算内容精査

□事業内容精査

市庁舎整備事業 　市庁舎整備基本計画に基づき，西庁舎の除却，これに伴う執務室の仮移転，分庁舎建設
予定地の除却及び埋蔵文化財調査等に着手する。

344,500 291,200 □要求どおり

■積算内容精査

□事業内容精査

防災情報システム・防
災行政無線整備

　整備後１３年が経過した本市の防災情報システム，防災行政無線について，国における
周波数帯の再編や無線通信のデジタル化への対応等のため，最新の情報通信技術を取り入
れるなどのシステムの全面的な刷新を行い，本市の防災機能の強化を図る。平成２７年度
は，防災情報システム・防災行政無線整備のための基本構想・設計を行う。

39,400 20,000 □要求どおり

□積算内容精査

■事業内容精査

観光客等帰宅困難者対
策

　平成２４年度から全国に先駆けて帰宅困難者対策を実施し，清水・祇園地域，嵯峨・嵐
山地域で避難誘導計画を策定した。これらの取組をより実践的なものとするため，本年度
の東山・祇園地域での訓練に引き続き，平成２７年度は，嵯峨・嵐山地域での観光客等帰
宅困難者対策訓練を実施する。

4,000 4,000 ■要求どおり

□積算内容精査

□事業内容精査

土砂災害ハザードマッ
プづくり

　土砂災害警戒区域等に指定された区域において，警戒避難体制を整備し，住民の円滑な
避難が図れるよう，土砂災害防止法の改正に合わせ，法令に定められた事項を記載した印
刷物（防災マップ）を作成し関係住民に配布する。

24,900 24,900 ■要求どおり

□積算内容精査

□事業内容精査

事　業　名

（単位：千円）

査　定　結　果行　財　政　局　予　算　要　求　の　内　容



事　業　概　要 要求額 査定額 内容
事　業　名

（単位：千円）

査　定　結　果行　財　政　局　予　算　要　求　の　内　容

避難勧告等の判断・伝
達マニュアル作成

　国の「避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイドライン」の全面改訂（平成２６年
９月）を受け，本市における過去の災害状況の調査，各種データ（雨量，河川水位，気象
情報等）の基準数値の設定，有効な伝達手法に関する調査等を行い，新たな避難勧告等の
発令基準を盛り込んだ「京都市版避難勧告等の判断・伝達マニュアル（仮称）」を作成す
る。

10,000 10,000 ■要求どおり

□積算内容精査

□事業内容精査

納税環境の整備 　軽自動車税でのみ現在取り扱っているコンビニエンスストアでの納税を，個人市民税
（普通徴収），固定資産税（土地・家屋，償却資産）及び都市計画税にも拡大するととも
に，クレジットカードによる納税もできるよう，システムの改修等を行う。

83,700 80,200 □要求どおり

■積算内容精査

■事業内容精査


